


第１ 趣旨

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２６条に、教育委員会は、毎

年、その権限に属する事務の管理及び執行の状況について点検及び評価を行

い、その結果に関する報告書を作成し、議会に提出するとともに、公表する

ことが規定されています。

この規定に基づき、南牧村教育委員会が、令和６年度（２０２４年度）の

点検及び評価を実施し、その結果をここに報告書として作成しました。

第２ 点検及び評価の対象と方法

１ 点検及び評価の対象は「令和６年度南牧村教育行政方針」に基づき、こ

の教育行政方針に掲げられた次の項目とします。

～

１ 学校教育の推進充実

２ 教育環境の整備

１ 生涯学習の充実

２ スポーツ活動の充実

３ 芸術・文化活動の振興

なお、令和６年度南牧村教育行政方針は、群馬県教育委員会運営方針に

沿い「高い知性、豊かな情操と徳性、優れた創造力、たくましい心身を備

え、郷土を愛する心と国際協調の精神を培いつつ、新しい時代を担うこと

のできる人づくりを目指して、教育行政を推進する。」ことを基本理念とし、

「現在が時代の大きな転換期にあるという認識に立ち、教育をめぐる様々

な今日課題に対応しながら、基本理念の実現を図るために諸施策を推進す

る。」ことを基本方針としています。

２ 点検及び評価の方法は、当該年度の施策、事業の状況を総括するととも

に、課題や今後の取組の方向性などを示すものとし、年１回実施します。

第３ 点検及び評価結果の構成

南牧村教育行政方針の各項目について点検及び評価を実施しました。

１ 目標達成のための方向性

項目毎に、目標を掲げ、目標達成のための方向性を示しています。

２ 進捗状況と評価

各取組の進捗状況を踏まえ、項目ごとに評価を行っています。

３ 課題と今後の対応

評価を踏まえ、課題や今後の取組の方向性を示します。
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１ 学校教育の推進充実

一人一人の個々の能力を伸ばすための教育と郷土を愛する心、豊かな心を育て、たくましく

生きる力を身に付ける教育を推進する。

（１）学校経営の充実

①特色ある学校づくり

目標達成のための方向性 進捗状況と評価 課題と今後の対応

ア 校長のリーダーシップ

のもと、経営ビジョンを

明確化し、組織的・計画

的かつ継続的な実践に取

り組みます。

◯義務教育学校の開校にあた

り、組織の一員として持っ

ておくべき「心構え」を全職

員に示し、意識を高めた上

で、学校経営方針の共通理

解を図りました。

◯全職員が一丸となって学校

経営方針の実現に向けて努

めました。

◯引き続き学校経営ビジョン

を全職員のみならず、保護

者・地域で共有し、組織的・

計画的に教育活動が進めら

れるよう努めます。

イ 学習指導要領の趣旨に

沿って、主体的・対話的

で深い学びの実現に向け

た創意あふれる特色ある

教育課程を編成・実施し、

経営改善を図ります。

◯学校経営方針を全職員で共

通理解・共通実践し、学校組

織として学校経営の充実に

努めました。

◯引き続き外国語指導助手、

複式学級解消非常勤講師、学

習支援員や図書館支援員を配

置し、学習指導体制の充実に

努めます。

ウ 地域の実態を十分に踏

まえ、地域の施設や人材

を活用するなど、家庭・

地域と連携協力した教育

を推進します。

◯地域人材を活用し、農園や

麦わらづくりを体験し、地

域で関わりのある農業や地

域文化に触れる取組を行い

ました。

◯引き続き地域人材を活用し

た農業等の体験を通して、

地域で関わりのある農業や

地域文化に触れる取組を行

っていきます。

エ 学校便りやホームペー

ジ等を通して、教育方針

や教育活動、学校評価な

どの情報を家庭や地域及

び村外へ積極的に発信す

るように努めます。

◯教育方針や教育活動などの

情報をなんもくふれあいテ

レビや学校通信、ホームペ

ージを通じて家庭や地域に

積極的に提供し、学校評価

の結果を踏まえることで、

地域に根ざした信頼される

学校づくりに努めました。

◯学校便りやホームページ等

を通して、学校の取組を家

庭や地域及び村外へ積極的

に情報発信していきます。
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②教職員の心身の健康管理

③小中一貫教育の推進

④評価による経営改善

目標達成のための方向性 進捗状況と評価 課題と今後の対応

教職員の健康状態な

どの把握に務めるととも

に、業務改善に向けた取

組を継続的に行い、率先

して明るい職場環境づく

りに取り組みます。

◯ストレスチェックや面談等

を通して教職員各々の健康

状態や家庭状況を把握した

上で十分に配慮するととも

に、風通しがよく働きやす

い職場環境づくりに努めま

した。

◯引き続き教職員の健康状態

や家庭状況の把握に努める

とともに、働きやすく働き

がいのある職場環境づくり

に取り組みます。

目標達成のための方向性 進捗状況と評価 課題と今後の対応

ア 義務教育９年間を通し

た教育課程を編成・実施

することにより、系統性、

一貫性のある教育を推進

します。

◯義務教育９年間を見通した

教育課程を編成・実施する

ことで、一貫性のある教育

となるよう努めました。

◯引き続き義務教育９年間を

見通した教育課程の編成・

実施を行い、系統性、一貫性

のある教育の推進に努めま

す。

イ 一人一人の子どもの育

ちと特性について、教職

員が情報交換や交流を行

い相互理解を深め、発達

段階に応じた教育に取り

組みます。

◯全教職員が全児童生徒の担

任であるという意識をもっ

て子供たちに適切に寄り添

い、一人一人の特性や個性

に応じた指導・支援に努め

ました。

◯子供たちの「今の状態」を全

教職員で情報共有し、児童

生徒一人一人の特性や個性

に応じた指導・支援に努め

ます。

目標達成のための方向性 進捗状況と評価 課題と今後の対応

学校評価の結果等を踏

まえ、信頼される学校づ

くりに努めます。

◯保護者・児童生徒・教員を対

象に、年に２回学校評価を

実施しました。

◯学校運営協議会により地域

の意見を取り入れる機会を

設けました。

◯学校評価の結果を教職員で

共有し、教育委員会、地域と

連携しながら、信頼できる

学校づくりに努めます。
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（２）学力向上と学習意欲の向上

①学習指導の充実

目標達成のための方向性 進捗状況と評価 課題と今後の対応

ア 小規模な義務教育学校

の良さを活かし、弾力的

でゆとりのある教育課程

の編成を行い実施しま

す。

◯学習指導要領に即した全体

計画及び指導計画により、

９年間の学びの連続性を意

識した教育課程の編成・実

施を行いました。

◯学年や教科を越えたＴＴ

や、教育課程に特化した職

員会議の開催により９年間

を見通した指導計画を継続

します。

イ 基礎的・基本的な知

識・技能を確実に習得で

きるように、少人数なら

ではの「個に応じた指

導」、「探求型指導」の充

実を図ります。

〇少人数ならではの個に応じ

たきめ細かな指導を実践

し、基礎的・基本的な知識・

技能の定着に努めました。

◯引き続き「確かな学力」「豊

かな心」「健やかな体」をバ

ランスよく育む「生きる力」

の育成に努めます。

ウ 知識・技能を活用して

思考力・判断力・表現力

等を育むことができるよ

うに、体験的な学習や課

題解決的な学習を重視す

るとともに言語活動の充

実に努めます。

◯知識・技能を活用して思考

力・判断力・表現力等の諸能

力を育むことを目的に、９

年生を対象に奈良・京都方

面への修学旅行を実施しま

した。

◯目的を持った班行動によ

り、協力性・礼儀・探究心・

問題解決能力・社会的判断

力・実践力などを養うため

に、各学年の実態に応じた

校外学習を実施しました。

◯校外学習を活用し、自主的

に考え行動できる力を育成

し、団体行動による協力性

や礼儀、社会的判断力等を

身に付けることができるよ

うに努めます。

◯自分たちで計画・立案する

過程で、調べたことを話し

合ったり発表し合ったりす

ることで、言語活動の充実

に繋げます。

エ 年間指導計画に国際理

解教育の狙いを明確に位

置付けるとともに、外国

語活動を充実させ、計画

的に国際理解教育を推進

します。

◯外国語指導助手の効果的な

活用を通して異文化の理解

を深め、国際理解教育の推

進を図りました。

◯外国語指導助手の２名体制

を継続し、様々な場面での

交流を通して異文化の理解

を深め、国際理解教育に努

めます。

オ ５年生以上では、児

童・生徒の実態に応じて、

教科担任制の導入に努

め、専科教員により質の

高い学びができるよう取

り組みます。

◯職員の配属や児童生徒の実

態等に応じて前期課程から

教科担任制を導入し、児童

生徒にとってより質の高い

教育を提供できるよう努め

ました。

◯引き続き職員の配属や児童

生徒の実態等に応じて柔軟

に教科担任制を導入し、児

童生徒の学びがより深まる

質の高い教育を提供できる

よう努めます。
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②学習内容の充実

（３）教職員の資質の向上

①教職員研修の充実

カ 授業では異学年や地域

住民など他者と課題解決

を図る機会を積極的につ

くり、コミュニケーショ

ン能力や他者を尊重する

精神を育みます。

◯授業において、異学年や教

職員に向けて発表する機会

を設け、コミュニケーショ

ン能力の育成を図りまし

た。

◯学校運営協議会に児童生徒

会の役員が参加し、地域住

民とともに課題解決を図る

機会を設けることで、学校

と地域をより良くしていこ

うとする態度を育みます。

目標達成のための方向性 進捗状況と評価 課題と今後の対応

ア 自主性、自律性を活か

した取組を行い、他者を

尊重しながら対話や交流

を通して人間関係を形成

する力の育成に努めま

す。

◯授業を通して児童生徒の自

主性や自律性を育むため、

「教師がさせる授業」から

「児童生徒がする授業」へ、

教師の意識改革を図りまし

た。

◯「教師がさせる授業」から

「児童生徒がする授業」へ

の転換を進め、子供たちの

自主性・自律性を促すとと

もに、対話や交流を通して

人間関係を形成する力を養

うよう努めます。

イ 児童・生徒の能力に応

じた各種検定取得の目標

を持たせ、学習意欲の向

上を図ります。

◯英語検定と漢字検定の受検

を推奨し、児童生徒が各々

の能力に応じた級の取得を

目指して努力することがで

きました。

◯引き続き各種検定の受検を

推奨し、目指す級の取得に

向けて目標を持たせること

で、学習意欲の向上を図り

ます。

ウ 主体的に学習に取り組

む態度を涵養し、ＩＣＴ

を有効活用しながら、学

習意欲を高め、わかる喜

び・できる喜びを実感で

きる指導の工夫に努めま

す。

◯ＩＣＴを効果的に活用し、

「わかる授業」になるよう

工夫したことで、児童生徒

が意欲的に学習に取り組む

姿が多く見られました。

◯引き続き恵まれたＩＣＴ環

境を生かして児童生徒の学

習意欲を高め、わかる喜

び・できる喜びを実感でき

る授業になるよう努めま

す。

目標達成のための方向性 進捗状況と評価 課題と今後の対応

ア 働き方改革を進め、教

師が児童・生徒と触れ合

う時間を増やすととも

に、ゆとりある学校生活

が送れるよう努めます。

◯教職員の多忙化解消のた

め、行事・校時表・業前活動

を見直し精選しました。

また、職員会議の協議内容

の焦点化を図り、校務の効

率化に取り組みました。

◯従前に捉われず、これまで

の行事等の見直しを行い、

精選を図ります。

また、ICT を効果的に活用

して更なる効率化を図りま

す。
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イ 学力向上委員会を中心

として学力向上に関する

指導体制の工夫・改善を

行い、教師一人一人の指

導力の向上を図ります。

◯新学習指導要領に基づいた

「個別最適な学び」と「協働

的な学び」を一体的に充実

させるとともに「主体的・対

話的で深い学び」の実現に

向けた授業改善に取り組み

ました。

◯これまでの指導内容の振り

返りや改善を行い、教職員

の共通理解を図るととも

に、一人一人の意識改革や

指導力の向上に努めます。

ウ 主体的・対話的で深い

学びの実現に向けた授業

改善と、学校の教育課題

解決に向けた校内研修の

計画的な実施に努めま

す。

◯校内研修、計画訪問等を活

用し、教育ＣＩＯや西部教

育事務所の指導のもと授業

研究を通して教職員の指導

力と専門性の向上に努めま

した。

◯校内研修の方向性の共通理

解を図り、授業改善や検討

会の実施、情報交換を行い、

教職員全体の指導力向上に

努めます。

エ 教職員間の共通理解に

よる全体的な指導・支援

体制の確立を図り、実践

力を高め、教育目標の達

成に努めます。

◯計画訪問の際に職員が互い

に参観し合い協議する場を

設け、指導力の向上に努め

ました。

◯研修主任を中心に研修計画

に沿って校内研修を推進

し、教職員一人一人の指導

力の向上を図ります。

オ 人事評価制度を活用

し、積極的な学校運営へ

の参画と教師の職能成長

を図るように努めます。

◯人事評価制度の効果的な活

用と日常的な称賛の言葉が

けにより、学校運営への積

極的な参画を促すことがで

きました。

◯当初面談の場において、人

事評価制度についての目的

や意義、評価の流れ等につ

いて説明し、制度を効果的

なものに繋げます。

カ 人権教育、特別支援教

育、ＩＣＴ機器の活用、

プログラミング教育、英

語教育等の教職員研修に

積極的に参加し、専門性

を磨き、指導力の向上に

努めます。

◯積極的に教育研修に参加す

る機会を与えるとともに、

参加できる体制づくりに努

めました。

〇研修履歴記録シートを活用

し、各キャリア段階に応じ

た研修への積極的な参加を

促すことで、スキルアップ

と指導力向上に繋げます。

６



②教職員の服務規律の確保

（４）豊かな人間性の育成

①道徳教育の充実

②生徒指導の充実

目標達成のための方向性 進捗状況と評価 課題と今後の対応

働きやすい職場環境

づくりを進め、服務規律

の徹底に向けた取組を図

ります。

◯県教育委員会からの通知を

もとに、校長会を通じて教

職員に周知を図り、服務規

律の徹底に努めました。

◯職員会議の際に、教職員が

輪番制で服務規律確保につ

いて話題にする場を設け、

自分事として意識できるよ

うに努めました。

◯服務規律確保行動計画を基

に、引き続き服務規律の徹

底に努めます。

◯教職員間のコミュニケーシ

ョンを図り、風通しの良い

職場環境づくりに努めま

す。

目標達成のための方向性 進捗状況と評価 課題と今後の対応

より良い生き方を考

えたり追求したりする児

童・生徒を育成すること

ができるように、児童・

生徒一人一人が考え、議

論する道徳授業の工夫・

改善に努めます。

◯道徳の授業の充実や、キャ

リア教育の視点に基づいた

指導により、自らの力で人

生を切り拓く意欲の育成に

努めました。

◯引き続き「確かな学力」「豊

かな心」「健やかな体」をバ

ランスよく育む「生きる力」

を伸長し、道徳性を培いま

す。

目標達成のための方向性 進捗状況と評価 課題と今後の対応

いじめ、不登校の未然

防止、早期発見、早期対

応には、全教職員で情報

を共有し対応にあたりま

す。

◯「いじめ防止基本方針」を全

教職員で共通理解した上

で、児童生徒の様子を定期

的に情報交換し、いじめの

未然防止に努めました。

◯引き続き定期的な情報交換

を行い、全教職員でいじめ

の芽を摘むよう努めます。

◯いじめ防止に向けた取組を

「いじめ防止活動年間計

画」に則り推進し、児童生徒

一人一人がいじめを自分事

として考え、自主的、実践的

にいじめ防止に取り組もう

とする態度を育てます。
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③キャリア教育の充実

④安全教育の充実

⑤人権教育の充実

目標達成のための方向性 進捗状況と評価 課題と今後の対応

児童・生徒が自分のよ

さに気付き、夢と希望に

向かって自らの力で切り

拓いていこうとする意欲

や態度を育成することが

できるように、キャリア

教育の視点に基づいた指

導を充実します。

〇地域人材による森林環境教

育と森林体験活動を通じた

ふるさと学習を実施し、林

業に対する知識の向上と関

心に繋げることができまし

た。

◯各種体験活動を実施し、地

域に関わりのある産業につ

いて学べる場の提供に努め

ます。

目標達成のための方向性 進捗状況と評価 課題と今後の対応

生命尊重を基盤とし

た危険予測・回避能力を

育成できるように、地震、

火災及び不審者対策の避

難訓練などの防災教育並

びにＳＯＳの出し方教育

や感染症等に関する教育

を計画的に実施します。

◯学校安全総合支援事業（学

校安全推進体制の構築）の

成果を踏まえ、地震や火災

を想定した避難訓練や引き

渡し訓練などを実施し、危

険予測や回避能力の育成に

努めました。

◯引き続き避難訓練や不審者

対応などを継続実施し、危

険予測や回避能力の育成に

努めます。

目標達成のための方向性 進捗状況と評価 課題と今後の対応

ア いじめ防止子ども会議

等、児童・生徒による主

体的ないじめ防止活動を

推進します。

◯６～８年生が「いじめ防止

子ども会議」に参加するこ

とで、児童生徒が自分事と

していじめを防止しようと

する態度の育成に努めまし

た。

◯継続して「いじめ防止子ど

も会議」を実施し、いじめの

ない明るい学校づくりに努

め、生命や人格を尊重し豊

かな心をもった児童生徒の

育成を図ります。

イ 多様性を尊重し、他人

を思いやるなど、豊かな

心をもった児童・生徒を

育成することができるよ

うに、児童・生徒の発達

段階に即した人権教育を

推進します。

◯人権週間を設け、人権につ

いて深く考える機会を多く

もつことを通して、生命や

人格を尊重し豊かな心をも

った児童生徒の育成に努め

ました。

◯引き続き人権について集中

して考える期間を設定し、

人権感覚の醸成に努めま

す。
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⑥福祉・環境教育の充実

（５）健やかな体の育成

目標達成のための方向性 進捗状況と評価 課題と今後の対応

ア 福祉施設のボランティ

ア活動や高齢者とのふれ

あい活動を充実させ、児

童・生徒に地域の現状を

理解してもらうとともに

優しい心の醸成を図りま

す。

◯村内の福祉施設でのボラン

ティア活動や高齢者とのふ

れ合いを通して、地域の現

状を理解し高齢者に対する

思いやりの心情が高まるよ

うに努めました。

◯引き続き福祉施設への訪問

を教育課程に位置付け、福

祉教育の充実を図ります。

イ 自然体験や地域行事へ

の参画により、ふるさと

を知り親しんで、良さを

発見し、より良い地域づ

くりに貢献しようとする

態度の育成に努めます。

また、将来にわたって自

然豊かなふるさとが永続

していくよう、環境に貢

献しようとする心を育み

ます。

◯千原観音祭への前期課程の

児童の参加や、火とぼし祭

り、ふるさと祭りへの後期

課程の生徒の参加などを通

して、地域への愛着心を育

むことができました。

○前期課程の児童の巣箱かけ

や後期課程の生徒の林業体

験などを通して、地域の環

境への関心を高めることが

できました。

◯千原観音祭には、後期課程

の生徒も含めて全児童生徒

が参加し、地域づくりに貢

献できるようにします。

◯総合的な学習の年間指導計

画表に「環境」分野を明記す

ることで、系統的に環境教

育に取り組み、地域の自然

環境を守っていこうとする

態度の育成を図ります。

目標達成のための方向性 進捗状況と評価 課題と今後の対応

ア 体力の向上と心身の健

康の保持・増進できるよ

うに、学校の教育活動全

体を通して、学校体育・

学校保健の充実を図りま

す。

◯心身ともに健康な児童生徒

を育成するため、「体力向上

プラン」及び「学校保健全体

計画」に基づいて、健康教育

や安全教育の充実を図りま

した。

◯引き続き「確かな学力」「豊

かな心」「健やかな体」をバ

ランスよく育む「生きる力」

の育成に努めます。

イ 児童・生徒一人一人が健

康な心と体づくりに関す

る正しい知識を身に付け、

生涯にわたって健康保持

できる自己健康管理能力

を習得できるように、保健

教育の充実に努めます。

◯定期健康診断の結果、肥

満傾向が見られるため、

偏食をなくす指導や運

動指導を行いました。

◯児童生徒が体を動かす機会

を確保し、社会教育事業と

連携しながら、体力向上と

健康の保持・増進ができる

よう努めます。
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（６）特別支援教育の推進

ウ 心のケアを危機管理の

一環として位置付け、日常

から児童・生徒の健康観察

を徹底し、教職員・関係機

関と連携しながらメンタ

ルヘルスの早期発見に努

め、適切な対応及び支援を

行います。

○児童生徒の身体面、精神面

における悩みやストレスに

ついて、個別相談を随時実

施し、ストレスを上手にコ

ントロールできるように支

援しました。

○引き続き日常的に児童生徒

の健康観察を徹底するとと

もに、アンケートや生活ノ

ートなどから交友関係や悩

みを把握し、早期発見と迅

速な対応に努めます。

エ 規則正しい生活習慣と

食生活が定着するように、

生活指導・食育指導を充実

させ家庭との連携を深め

ます。

◯栄養教諭による食育指導を

実施し、発達段階に応じた

テーマに沿った食生活につ

いて学びました。

◯地産地消を目指した学校給

食実施のため給食業務委託

先の下仁田町との連絡調整

を行うとともに、栄養士に

よる食育指導の充実に努め

ます。

目標達成のための方向性 進捗状況と評価 課題と今後の対応

ア 一人一人の個性を大切

に、また特性に応じたき

め細かな支援を行いま

す。

◯多様な学びの場の充実に努

め、児童生徒一人一人の多

様性を尊重し、個に応じた

きめ細かな支援を行いまし

た。

◯引き続き個に応じたきめ細

かな支援を行い、児童生徒

が生活や学習上の困難を改

善または克服し、生き生き

と学校生活を送るための基

盤となる力を育てます。

イ 村教育支援委員会やス

クールカウンセラー等の

連携と活用により、適切

な対応を図ります。

◯支援の必要な児童生徒の実

態を把握した上で、スクー

ルカウンセラーやスクール

ソーシャルワーカーとの連

携・活用を図りました。

◯引き続きスクールカウンセ

ラーやスクールソーシャル

ワーカー等との連携・活用

を図り、特別支援教育の充

実に努めます。

ウ 教職員の専門性の向上

を図るため、研修に参加

しやすい環境を整えま

す。

◯年度当初の人事面談におい

て、専門性を高める必要性

について話題にしました。

また、校外の研修等への参

加を奨励しました。

◯今後も、人事面談を通して

キャリア段階に応じた助言

を行い、各教職員が自己の

資質・能力の向上に努めら

れるようにします。
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（７）学校と家庭・地域の連携・協働の推進

２ 教育環境の整備

小中一貫教育の充実のため、学校施設や教職員環境等、計画的に整備を図るとと

もに防災・防犯等、安全対策を推進する。

（１）学校施設・設備の整備充実

目標達成のための方向性 進捗状況と評価 課題と今後の対応

ア コミュニティ・スクー

ルを活用し、地域学校協

働本部などの仕組みを活

かして、保護者や地域の

人との学校支援活動、放

課後子ども教室等の活動

を行います。

◯学校運営協議会で、学校・地

域それぞれの思いを共有

し、連携・協働体制の構築に

向けた取組を推進しまし

た。

◯コミュニティ・スクールを

活用し、学校と地域がより

連携・協働して児童生徒の

成長を支えられるように、

地域学校協働活動の活性化

に努めます。

イ 子どものための様々な

活動を通して、子どもた

ちに地域への誇りと愛着

心を形成します。

◯黒瀧山の巣箱掛けや大日向

の火とぼし祭り、ふるさと

祭りに参加しました。

◯地域の自然文化に深い理解

が得られるよう、今後も地

域に係る実体験に取り組み

ます。

ウ 学びを学校だけで完結

せずに、学校、家庭、地

域、行政機関等の連携・

協働により、学校教育・

社会教育が相互に関わり

を持ち、生涯にわたる学

びを広げていきます。

〇総合的な学習では、地域の

方にも多く協力いただきま

した。また、夏季休業中の社

会教育事業に学校職員も参

加するなど、学校教育と社会

教育の連携強化に努めまし

た。

〇より学校教育と社会教育の

連携を深めることができる

よう、学びの場を学校外に

も求め、それを実現させる

学校職員と家庭、地域、行政

機関の情報共有が密に行わ

れるよう努めます。

エ 部活動の在り方や地域

連携に向けた検討を推進

していきます。

〇保護者及び児童生徒を対象

に部活動地域移行に関する

アンケート調査を実施しま

した。

〇アンケート調査結果に基づ

き、スポーツ・文化芸術活動の

確保に向け、部活動地域移行

の方向性を検討する。

目標達成のための方向性 進捗状況と評価 課題と今後の対応

ア 新校舎を有効に活用す

るため、旧南牧小学校校

舎の解体を行います。

〇旧南牧小学校校舎の解体に

向け、解体工事設計を実施

しました。

〇解体工事設計に基づき、旧

南牧小学校の解体工事に着

手します。
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（２）国際化と情報化に対応した教育環境の充実

イ 新校舎校庭にテニスコ

ートや陸上競技設備を設

置し、部活動ができる環

境を整えます。

〇校庭にテニスコートと陸上

競技設備を設置し、部活動

ができる環境を整えまし

た。

〇引き続き学びに必要な設備

を整備し、より良い学習環

境を整えます。

ウ 新校舎での学びに必要

な設備を整備し、より良

い学習環境を整えます。

◯児童生徒の学びにとって必

要性のある教材や教具等

は、予算の範囲内で購入し、

より良い学習環境になるよ

う努めました。

◯教職員だけでなく、児童生

徒の声にも耳を傾け、必要

と認められる物は積極的に

購入し、より良い学習環境

の構築を図ります。

エ １人１台端末や電子黒

板などＩＣＴ機器を有効

に活用し、児童・生徒の

情報活用能力を高めてい

きます。

◯ＩＣＴ機器の有効活用によ

り、児童生徒の情報活用能

力が高まるよう努めまし

た。

◯引き続きＩＣＴ機器の操作

方法や活用の仕方を全教職

員が理解し、児童生徒の情

報活用能力が高まるよう努

めます。

オ 学校内外の安全を確保

するため、学校、教育委

員会、警察等の関係機関

で連携し、交通安全、防

犯等の安全確認と周知を

行います。

◯関係諸機関と連携し、児童

生徒の安全確保に努めまし

た。

◯引き続き関係諸機関との連

携を図り、児童生徒の安全

確保に努めます。

カ 学校施設の定期的な施

設点検を実施します。

◯学校における児童生徒の安

全を確保するため、必要に

応じて施設の修繕を実施し

ました。

◯児童生徒の安全確保のた

め、定期的な点検を実施し、

より良い学校教育環境の整

備・充実に努めます。

目標達成のための方向性 進捗状況と評価 課題と今後の対応

ア 外国語指導助手を積極

的に活用し、「生きた英

語」による児童・生徒の

直接体験を重視した指導

の充実を図り、国際感覚

や国際協調の精神を涵養

します。

◯外国語教科のみならず他の

授業にも入り、指導の充実

とともに自身の指導力向上

にも繋げました。

◯今後も各種授業や休み時間

など児童生徒と積極的に関

わり、国際感覚の涵養に努

めます。
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イ 外国語指導助手の保育

園派遣に取り組み、保・

学園の連携を図ります。

◯外国語指導助手を保育園に

派遣する機会を設けること

ができませんでした。

◯外国語講師を保育園へ派遣

するとともに、英語担当教

員に活動の様子を参観さ

せ、保・学園の連携を図りま

す。

ウ 各教科等において児

童・生徒が異文化を理解

し、外国語の人々や文化

を受容する態度を身に付

けるとともに、わが国の

伝統や文化の尊重、郷土

や国を愛する心を育てる

指導の充実を図ります。

◯外国語指導助手の効果的な

活用を通して異文化の理解

を深め、国際理解教育の推

進を図りました。

◯英語教育に限らず各教科に

おいても外国語指導助手を

配置し、それぞれの教科に

おいて異文化を理解できる

体制づくりに努めます。

エ 学校教育全体でＩＣＴ

を活用し、基本的な操作

スキルの習得や教科等の

学習においての効果的な

活用、情報モラル教育の

充実を図ります。

◯一人一台端末が整備され、

デジタル教材などＩＣＴ活

用のより一層の充実を図り

ました。

◯学校教育全体において、Ｉ

ＣＴの効果的な利用に努め

ます。

オ 国際化、情報化など、社

会の変化、時代の要請に

対応した教育環境づくり

に積極的に取り組み、計

画的に教育諸条件の整

備・充実を図ります。

◯電子黒板を各学校に追加整

備し、各教室で活用できる

体制づくりに努めました。

◯今後も目まぐるしく変わる

社会の変化をいち早く察知

し、状況に対応できる環境

整備に努めます。
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１ 生涯学習の充実

村民ニーズの的確な把握に努め、ライフステージに応じた学習機会の提供を実施する。

（１）生涯学習推進の取組

（２）生涯学習推進体制の充実

目標達成のための方向性 進捗状況と評価 課題と今後の対応

ア 村民が生涯を通じ、学

習に親しみ自己啓発を図

り、その成果が地域や村

づくりに生かせる推進体

制の整備を図ります。

◯近隣市町と連携し、住民に

充実した学習サービスを提

供するため、かぶら文化講

座を開催しました。

〇実際生活に即する教育・学

術及び文化に関する大人向

けの事業を行い、住民の教

養の向上、健康の増進、情操

の純化を図ることを目的

に、みんなの学び場を４回

行いました。

◯村事業、他市町村等と連携

し、生涯学習事業のより有

益な実施に努めます。

◯村民の学習ニーズへの対応

だけでなく、村民に有益な

地域や社会の問題解決のた

めの事業の選択実施に努め

ます。

イ 生涯学習活動では住民

ニーズの把握に努め、よ

り多くの村民がライフス

テージに応じて学習活動

に参加できるよう、施策

の展開に努めます。

ウ 生涯学習活動では、各

世代が参加しやすい開催

方法に努めます。

エ 人権意識の啓発活動を

推進し、人権問題の正し

い理解に向け、人権教

育・学習を推進します。

◯昨今増加している SNS に起

因する犯罪被害を踏まえ、

インターネットでの誹謗中

傷トラブルの現状と対処方

法、正しい利用方法や注意

点など、インターネットの

人権問題について学ぶた

め、児童生徒を対象に情報

モラル講習会を実施しまし

た。

◯SNS に起因する犯罪被害を

踏まえ、インターネットで

のトラブル等の現状と対処

法を学ぶ機会をもち、人権

問題の正しい理解と学習を

推進します。

目標達成のための方向性 進捗状況と評価 課題と今後の対応

ア 広報媒体を利用した学

習情報の提供と啓発に努

めます。

◯広報誌、なんもくふれあい

テレビ等を通じて、情報の

提供に努めました。

◯継続して、広報媒体等を活

用し、情報提供と啓発に努

めます。

イ 生涯学習に関する指導

者的人材の活用及び育成

に努めます。

◯指導者的人材の活用、育成

には至りませんでした。

◯指導者的人材を確保し、併

せて育成を図り、学習環境

が充実できるよう努めま

す。
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（３）学習の機会と活動支援の充実

（４）青少年教育の充実

目標達成のための方向性 進捗状況と評価 課題と今後の対応

ア 社会の変化に対応した

事業の計画の策定と実施

に努めます。

◯学校・家庭・地域連携協力推

進事業として、前期課程の

児童を対象とした放課後チ

ャレンジクラブや後期課程

の生徒を対象とした地域未

来塾を行いました。

◯各種団体の学習活動支援を

継続します。

イ 各種社会教育施設との

連携を強めます。

〇社会教育委員が甘楽郡社会

教育振興協議会の研修にて

下仁田町の荒船風穴を視察

しました。

〇近隣町村の社会教育施設を

視察し、南牧村の社会教育

に生かします。

ウ 住民の自主的な社会教

育活動を支援するととも

に、成果が地域や村づく

りに活かせるよう推進体

制の整備を図ります。

〇村民向けに体育的な社会教

育事業を実施しました。

〇体育的事業に加え、教育・学

術及び文化に関する大人向

けの事業を実施します。

目標達成のための方向性 進捗状況と評価 課題と今後の対応

ア 次代を担う青少年の育

成は社会全体の責務であ

るという意識啓発を行

い、実践に努めます。

◯様々な体験学習を通じて社

会性を育み、絆をより一層

深めることを目的に、また、

子どもたちが自分の将来を

考え体験できる機会を提供

するため、「雪国体験学習」

と「すぐそこの未来体験学

習」を行いました。

◯学校・家庭・地域連携協力事

業のより一層の充実を図り

ます。

イ 青少年が地域で様々な

活動に積極的に参加でき

るよう支援します。

ウ 学校・家庭・地域が連携

し、社会全体で青少年の

健全育成に取り組む環境

づくりを推進します。

エ 様々な体験活動を通し

て、社会性や豊かな人間

性を育みます。

〇北海道羅臼町体験活動を行

い世界自然遺産を体感し、

豊かな人間性を育みまし

た。

〇体験学習を引き続き行う上

でより充実した内容で、児

童生徒の社会性を伸ばして

いきます。
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（５）家庭環境の充実

２ スポーツ活動の充実

村民が生きがいを持ち健康増進を図れるよう、気軽に楽しめるスポーツ機会の提供を実施す

る。

（１）生涯スポーツの振興

（２）スポーツ施設の整備

目標達成のための方向性 進捗状況と評価 課題と今後の対応

子どもたちを「地域の子

ども」として見守り、育て

るなど、村全体で支え合う

家庭教育支援の取組を推

進します。

◯児童生徒の長期休業中の健

全育成活動を推進するとと

もに、駐在所と連携し登校

時のあいさつ運動を行い、

青少年の健全育成に努めま

した。

◯継続してあいさつ運動を行

い、青少年を取り巻く状況

を的確にとらえ、適切な指

導助言、啓発活動に努め、青

少年の健全育成を推進しま

す。

目標達成のための方向性 進捗状況と評価 課題と今後の対応

ア スポーツ・レクリエーシ

ョン活動の情報提供や指

導者育成、場の提供に努め

ます。

◯チャレンジデー、スポーツ

フェスタ及び体育協会事業

等、コロナ過以前と同規模

に事業を実施しました。

◯今後も健康で明るい村づく

りのため、スポーツ振興を

推進します。

◯村事業や他市町村とも連携

を図り、住民に有益な事業

を推進します。

イ 気軽に楽しめる軽スポ

ーツや心と健康づくりを

意識し、医療と連携したス

ポーツの普及に取り組み

ます。

◯スポーツフェスタ、農業祭

において、村体育協会の事

業として軽スポーツ体験を

行いました。

◯各種スポーツ団体をはじ

め、個人の生涯スポーツ活

動支援を継続します。

目標達成のための方向性 進捗状況と評価 課題と今後の対応

体育施設の計画的な維

持管理と整備の充実に努

めます。

◯良好な施設環境を維持する

ため整備を継続して実施、

施設の維持管理に努めまし

た。

◯継続して施設の維持管理に

努め、住民が安心してスポ

ーツを楽しめる環境づくり

に努めます。
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３ 芸術・文化活動の振興

歴史的文化遺産等、地域資源を活用した文化活動を推進する。

（１）芸術文化活動の振興

（２）文化財の保存・活用と伝統文化の継承

（３）文化施設の整備充実

目標達成のための方向性 進捗状況と評価 課題と今後の対応

ア 心豊かな文化活動の充

実を図ります。

〇かぶら文化講座にて多様な

分野における学習内容を提

供しました。

〇村民のニーズに沿った文化

活動の推進に努めます。

イ 自主活動団体の活性化

が図れるよう支援に努め

ます。

◯各種団体への補助を行い、

活動の活性化が図れまし

た。

〇各種団体における活動の成

果を生かす場の提供に努め

ます。

ウ 文化にふれあう機会の

拡充に努めます。

◯みんなの学び場では、川柳

教室を開催し伝統文化にふ

れあう機会を企画しまし

た。

〇多様な文化に触れる機会の

提供に努めます。

目標達成のための方向性 進捗状況と評価 課題と今後の対応

ア 文化財の保護・活用によ

り、郷土に対する関心を高

めます。

◯ぐんま絹遺産に登録されて

いる「星尾風穴」の管理に努

めました。

◯文化財調査委員と連携し、

文化財の調査を継続し、保

護活動を推進します。

〇今後その成果を地域に発信

し、住民の関心度を高めま

す。

イ 郷土の歴史と文化を学

び、文化財の保護意識を高

めます。

〇文化財調査委員の知見を広

げるため長野県伊那市高遠

町で研修を行いました。

ウ 伝統文化の継承に努め

ます。

◯地域の伝統文化を継承する

ことを目的に、児童生徒を

対象に「南牧小唄」の指導を

行いました。

目標達成のための方向性 進捗状況と評価 課題と今後の対応

ア 歴史民俗資料の調査収

集と保護管理の充実に努

めます。

◯国選択無形民俗文化財火と

ぼしの企画展を道の駅で実

施し、伝統文化の継承を図

りました。

◯民俗資料館の開館日等につ

いて検討し、歴史、文化の学

習機会の提供を推進しま

す。イ 歴史や文化を多角的に

学習できる機会の提供に

努めます。
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